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きょうと しょこく しゅぎょう ぼう しら かわ 

むかし、 京都から 諸国 修行 に 出た 坊さんが、 白 河の 

せき こ おうしゅう は い いわきの くに ふくし ま ちか 

関 を 越えて 奥州に 入りました。 磐 城 国の 福 島に 近い 

あだち はら はら みじか あき 

安達が 原と いう 原に かかり ますと、 短 い 秋の 日が とつ 

ぷリ 暮れました。 

ぼう にち さび みち ある ある 

坊さん は 一 日 寂しい 道 を 歩きつ づけに 歩いて、 おな 

か はすく し、 のど は渴 くし 、何よりも 足が くたびれき つ 

さき ある ある 

て、 この 先 歩きた くも 歩かれ なくなりました。 ど こぞ 

に 百姓家 でも 見つけ 次第、 頼んで 一 晚 泊めても らお 

うと 思い ましたが、 折 あしく 原の 中に かかって、 見渡 



とうに 燃やしつ くして しまいました。 

ぼう さむ 

おばあさん はふと 坊さんの 寒そう に ふるえて いるの 

み 

を 見つけて、 

きゃく 

「おやおや、 まきがみん なにな りました か。 お 客 さ 

まが あると 知ったら もっとた くさん 取って お けば よ 

き 

かった もの を、 気の つかない こと をし ました。 どれ ど 

うら と キ J 

れ、 ちょっと 裏の 山へ 行って まきを 取って来 ますから、 

ぼう た、.' くつ るすばん たのもう 

ぉ坊 さま、 しばらく 退屈で もお 留守番 をお 頼み 申し ま 

すご 

きかる 

こういつ ておば あさん は 気軽に 出て 行こうと しまし 

た。 



二 

まう 

さておば あさんが 出て 行って しまう と、 坊さん はた 

ひと リ ろばた すわ 

だ 一人、 しばらく はっく ねんと 炉端に 座った ままおば 

かえ ま かえお も 

あさんの 帰り を 待って いました が、 じき 帰る と 思った 

かえ き なに にし 

おばあさん は なかなか 帰って来ません。 何しろ 西 も 

ひがし わ はらな か けんや ひとり のこ 

東 も 分からない 原 中の 一 軒 家に 一 人 ぼつち とり 残さ 

► J ころ ぼ そ ， .1 ころ ぼ そ しんぱ い 

れ たのです から、 心細 さも 心細い し、 だんだん 心配 

なん あだち はら くろ づか おに す 

になって きました。 何でも 安達が 原の 黒 塚に は 鬼が 住 

v_ /\ J. こ/ ヽ,》 こ 

ん でいて 人 を 取って 食う そうだな どと いう、 旅の 間 



こえ き ぼ-つ おにばば あ お 

その 声 を 聞く と、 坊さん は、 さて こそ 鬼婆が 追つ か 

き みみ 

けて 来たと がたがた ふるえながら、 耳 をふさいで どん 

か だ こころ あくき よ 

どん 駆け出して 行きました。 そして 心 の 中で 悪鬼 除 

じゅもん いっしょうけんめい とな 

けの 呪文 を 一生懸命 唱えて いました。 そのうち、 

「おうい 待て、 おうい 待て ご 

よ おにばば あ こえ ちか 

と 呼ぶ 鬼婆 の 声が ずんずん 近くな つて、 やがてお 

こった 声で、 

ぼうず み へや 

「やい、 坊主め、 あれほど 見るな といった 部屋 を なぜ 

見た の だ。 逃げた つて 逃がし はしない ぞご 

て き ぼう 

というの が、 手に とる ように 聞こえる ので、 坊さん 

ぜったいぜつめい いっしん 

はもう いよいよ 絶体絶命と かくご をき めて、 一 心に お 
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